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B

戦
争
及
び
国
内
争
乱

第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
こ
の
条
約
が
適
用

さ
れ
る
投
資
受
入
国
の
領
域
内
に
お
け
る
軍
事
活

動
又
は
国
内
争
乱

ç

さ
ら
に
、
理
事
会
は
、特
別
多
数
に
よ
る
議
決
で
、

æ
に
規
定
す
る
危
険
以
外
の
特
定
の
非
商
業
的
危
険

を
こ
の
条
の
対
象
と
す
る
危
険
に
含
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
通
貨
価
値
の
切
下
げ
又
は
下
落
の

危
険
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

è

次
の
損
失
は
、
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

ü

投
資
受
入
国
政
府
の
作
為
又
は
不
作
為
で
あ
つ

て
、
被
保
証
人
が
同
意
し
、
又
は
責
任
を
有
す
る

も
の
か
ら
生
ず
る
損
失

@

保
証
契
約
の
締
結
前
に
生
じ
た
投
資
受
入
国
政

府
の
作
為
又
は
不
作
為
そ
の
他
の
事
由
か
ら
生
ず

る
損
失

２

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
条

対
象
と
な
る
投
資

æ

対
象
と
な
る
投
資
に
は
、
持
分
の
取
得
（
当
該
持

分
の
取
得
の
対
象
と
な
つ
た
企
業
の
持
分
の
保
有
者

が
実
行
し
、
又
は
保
証
す
る
中
期
又
は
長
期
の
貸
付

け
を
含
む
。）及
び
理
事
会
が
決
定
す
る
形
態
の
直
接

投
資
を
含
む
。

ç

æ
の
貸
付
け
以
外
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
次
の

い
ず
れ
か
の
場
合
に
投
資
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

ü

他
の
形
態
の
直
接
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
特
定

の
投
資
若
し
く
は
事
業
に
融
資
を
行
う
場
合
又
は

こ
の
よ
う
な
投
資
若
し
く
は
事
業
に
関
連
す
る
場

合
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
投
資
又
は

事
業
が
機
関
に
よ
つ
て
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
否
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
当
該
他
の
形
態
の
直

接
投
資
が
行
わ
れ
た
時
期
の
い
か
ん
を
問
わ
な

い
。

@

理
事
会
が
特
別
多
数
に
よ
る
議
決
で
承
認
す
る

場
合

è

理
事
会
は
、
特
別
多
数
に
よ
る
議
決
で
、
そ
の
他

の
中
期
又
は
長
期
の
形
態
の
投
資
を
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

é

保
証
は
、
一
般
に
、
機
関
が
保
証
の
申
請
を
登
録

し
た
後
に
実
施
さ
れ
る
当
該
申
請
に
係
る
投
資
及
び

投
資
者
が
機
関
か
ら
保
証
を
得
る
意
思
を
有
す
る
と

の
他
の
十
分
な
証
拠
を
機
関
が
受
領
し
た
後
に
実
施

さ
れ
る
投
資
に
限
つ
て
行
う
。
こ
の
投
資
に
は
、
次

の
も
の
を
含
む
。

ü

既
存
の
投
資
の
近
代
化
、
拡
張
及
び
発
展
の
た

め
に
行
う
外
国
為
替
に
よ
る
送
金
。
こ
の
場
合
に

は
、
当
初
の
投
資
及
び
追
加
的
な
投
資
は
、
い
ず

れ
も
保
証
の
対
象
と
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

@

既
存
の
投
資
か
ら
生
ず
る
利
益
で
投
資
受
入
国

の
国
外
に
送
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
使
用

A

新
た
に
対
象
と
な
る
投
資
者
に
よ
る
既
存
の
投

資
の
取
得

B

対
象
と
な
る
投
資
者
が
既
存
の
投
資
及
び
新
規

投
資
の
全
体
に
つ
い
て
保
険
の
対
象
と
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
場
合
の
当
該
既
存
の
投
資

C

基
礎
と
な
る
事
業
の
改
善
若
し
く
は
拡
充
が
行

わ
れ
る
場
合
又
は
投
資
者
が
事
業
に
つ
い
て
の
中

期
若
し
く
は
長
期
の
関
与
を
約
束
す
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
事
業
が
投
資
受
入
国
に
お
け
る
開
発

に
つ
い
て
の
高
い
影
響
を
引
き
続
き
有
す
る
こ
と

を
機
関
が
認
め
る
と
き
は
、
対
象
と
な
る
投
資
者

が
所
有
す
る
既
存
の
投
資

D

理
事
会
が
特
別
多
数
に
よ
る
議
決
で
承
認
す
る

他
の
投
資

ê

機
関
は
、
投
資
を
保
証
す
る
に
当
た
り
、
次
の
事

項
を
確
認
す
る
。

ü

投
資
が
経
済
的
な
健
全
性
を
有
し
、
及
び
投
資

受
入
国
の
開
発
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

@

投
資
が
投
資
受
入
国
の
法
令
に
従
う
も
の
で
あ

る
こ
と
。

A

投
資
が
投
資
受
入
国
の
表
明
す
る
開
発
目
的
及

び
優
先
度
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

B

投
資
受
入
国
の
投
資
環
境
（
投
資
が
公
正
か
つ

衡
平
な
待
遇
及
び
法
的
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
含
む
。）

第
三

事
業
の
内
容

一

生
息
状
況
等
の
把
握

本
事
業
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
、
次
の
調
査
等
を
実
施
し
、
当
該
調

査
等
の
結
果
、
生
息
状
況
等
に
憂
慮
す
べ
き
変
化
を

把
握
し
た
場
合
に
は
、
原
因
解
明
の
た
め
の
調
査
を

実
施
す
る
等
、
本
種
の
保
全
に
資
す
る
対
策
を
講
ず

る
。

^

生
物
学
的
特
性
の
把
握

本
種
の
保
全
策
を
適
切
に
講
ず
る
た
め
、
本
種

の
自
然
条
件
下
に
お
け
る
生
活
史
、
食
性
、
個
体

の
移
動
分
散
、
行
動
圏
、
繁
殖
生
態
、
個
体
群
動

態
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
生
態
等
生
物
学

的
特
性
の
把
握
に
努
め
る
。

ま
た
、
傷
病
個
体
、
調
査
の
た
め
に
捕
獲
さ
れ

る
個
体
等
に
つ
い
て
、
可
能
な
場
合
に
は
、
病
理

及
び
寄
生
虫
検
査
を
実
施
し
、
伝
染
性
疾
病
の
侵

入
及
び
流
行
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
遺
伝
情
報

を
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
笠
原
群
島
及
び
火

山
列
島
（
北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
及
び
南
硫
黄
島
）

の
個
体
群
間
の
遺
伝
的
交
流
の
有
無
、
各
個
体
群

内
の
遺
伝
的
多
様
性
等
を
明
ら
か
に
す
る
等
、
本

種
の
保
全
の
た
め
の
基
礎
情
報
を
得
る
も
の
と
す

る
。

_

生
息
状
況
の
調
査
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

本
種
の
父
島
及
び
母
島
に
お
け
る
生
息
個
体

数
、
生
息
域
等
の
生
息
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
、

重
要
な
生
息
地
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
動

向
に
つ
い
て
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

な
お
、
小
笠
原
群
島
内
の
父
島
及
び
母
島
以
外

の
島
し
ょ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
本
種
の
生
息

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
食
痕
等
に
よ
る
利
用

状
況
等
の
調
査
の
実
施
及
び
目
撃
等
の
情
報
収
集

に
努
め
る
。
火
山
列
島
に
お
い
て
は
、
生
息
状
況

の
調
査
等
に
よ
り
、
個
体
群
の
状
況
を
把
握
す
る

よ
う
努
め
る
。

`

生
息
環
境
の
調
査
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

生
息
地
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
植
生
、地
形
、

気
象
等
の
生
息
環
境
の
調
査
を
行
い
、
本
種
の
生

息
に
必
要
な
条
件
の
解
明
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

の
変
化
に
つ
い
て
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

う
。

a

個
体
群
の
維
持
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
把
握

個
体
群
を
維
持
す
る
観
点
に
も
留
意
し
、
^

か

ら
`

ま
で
の
調
査
等
の
結
果
を
分
析
し
、
個
体
群

の
維
持
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
に
つ
い
て
把
握
す

る
。

二

生
息
地
に
お
け
る
生
息
環
境
の
維
持
及
び
改
善

本
種
が
自
然
状
態
で
安
定
的
に
存
続
す
る
た
め
に

は
、
集
団
ね
ぐ
ら
、
採
餌
地
等
、
本
種
の
生
息
に
不

可
欠
な
場
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
一
の
調
査
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
を
十

分
に
踏
ま
え
た
上
で
対
応
策
を
検
討
し
、
本
種
の
生

息
に
適
し
た
環
境
の
維
持
及
び
改
善
の
た
め
に
、
必

要
に
応
じ
て
、
次
の
取
組
を
行
う
。

な
お
、
本
種
の
生
息
地
に
お
け
る
土
地
利
用
、
開

発
等
の
実
施
に
際
し
て
は
、
本
種
の
生
息
に
必
要
な

環
境
条
件
を
確
保
す
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ

う
努
め
る
。

^

在
来
の
森
林
植
生
の
再
生
等
に
よ
る
餌
資
源
の

確
保本

種
の
本
来
の
餌
資
源
と
な
る
タ
コ
ノ
キ
、
コ

ブ
ガ
シ
等
の
在
来
植
物
が
、
ア
カ
ギ
等
の
外
来
植

物
の
侵
入
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

現
在
で
は
餌
資
源
を
農
作
物
に
大
き
く
依
存
し
、

本
種
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
来
植
物
駆
除
等
を
通
じ
た

在
来
植
生
の
再
生
に
よ
り
、
本
種
の
本
来
の
餌
資

源
の
確
保
に
努
め
る
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
在
来
植
物
の
植
栽
を
検

討
す
る
。

さ
ら
に
、
農
作
物
被
害
防
除
の
推
進
や
外
来
植

物
駆
除
等
に
よ
る
環
境
変
化
に
よ
っ
て
餌
不
足
を

生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
餌
場
の
設

置
等
を
検
討
す
る
。

_

集
団
ね
ぐ
ら
の
保
全

本
種
は
、
冬
季
に
集
団
ね
ぐ
ら
を
形
成
す
る
こ

と
か
ら
、
集
団
ね
ぐ
ら
及
び
そ
の
周
辺
の
環
境
保

全
に
努
め
る
。

`

外
来
動
物
に
よ
る
影
響
の
軽
減

捕
食
、
餌
資
源
の
競
合
等
、
イ
エ
ネ
コ
由
来
の

野
生
化
し
た
ネ
コ
（
以
下
「
ノ
ネ
コ
」と
い
う
。）、

ネ
ズ
ミ
類
そ
の
他
の
外
来
動
物
が
本
種
の
生
息
に

及
ぼ
す
影
響
を
把
握
し
、
防
除
方
法
の
検
討
及
び

防
除
の
実
施
を
行
う
。特
に
ノ
ネ
コ
に
つ
い
て
は
、

集
団
ね
ぐ
ら
及
び
そ
の
周
辺
へ
の
侵
入
状
況
を
把

握
す
る
。

a

重
要
な
生
息
地
の
巡
視
等

本
種
の
餌
資
源
と
な
る
樹
種
が
豊
富
に
存
在
す

る
森
林
、
集
団
ね
ぐ
ら
及
び
そ
の
周
辺
等
重
要
な

生
息
地
に
つ
い
て
、
本
種
の
生
息
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
、
巡
視
及
び
看
板
の
整
備
を
行
う
。

〇
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

告
示
第
一
号

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関

す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
四
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ

に
関
す
る
保
護
増
殖
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示

す
る
。
本
保
護
増
殖
事
業
計
画
は
、
文
部
科
学
省
、
農
林

水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
及
び
東
京
都
庁
に
備
え

付
け
て
供
覧
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

環
境
大
臣

松
本

È

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
に
関
す
る
保
護
増
殖

事
業
計
画

第
一

事
業
の
目
標

本
事
業
は
、
本
種
の
生
息
状
況
等
の
把
握
及
び
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
つ
つ
、
本
種
の
生
息
を
圧
迫
す
る

要
因
の
軽
減
及
び
除
去
並
び
に
生
息
に
必
要
な
環
境
の

維
持
及
び
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
等
人
間
活
動

と
の
両
立
、
本
種
の
保
全
の
必
要
性
等
の
普
及
啓
発
、

適
正
な
観
光
利
用
の
推
進
等
に
よ
り
、
本
種
と
人
の
共

生
す
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
、
本
種
が
自
然
状
態
で
安

定
的
に
存
続
で
き
る
状
態
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
。

第
二

事
業
の
区
域

東
京
都
小
笠
原
諸
島

›
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